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編集方針 

 この環境報告書は、当恵庭工場の 2019 年度の

環境活動への取り組みと成果（一部 2020 年度を

含む）を中心にまとめました。 

記載内容は、わかりやすさを目指して独自性を

加えてあります。 

対象範囲 

 この環境報告書は、ISO14001:2015 に基づく

EMS の適用範囲と同じ、「東芝電波プロダクツ株

式会社 恵庭工場」を報告対象としています。 
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１．ごあいさつ 
 

  東芝電波プロダクツ株式会社恵庭工場は、北海道の新千歳空港を持つ千歳

市に隣接した恵庭市にあり、恵まれた交通アクセス、穏やかな気候風土を持っ

た恵庭市で、電波機器、通信機器及び関連機器の製造・整備・保守サービス

事業を展開しています。 

また、生物多様性を含む環境負荷の低減を図り、恵庭工場の環境保全スロ

ーガンである「豊かな自然を守るために」を合言葉に従業員一丸となって積極

的に環境保全活動に取組んでいます。 
 

 

 

東芝電波プロダクツ株式会社 恵庭工場長 

 

                江刺家 義行 
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２．東芝電波プロダクツ株式会社 恵庭工場の概要 
 

設  立 ：１９９３年１月 

所 在 地 ：北海道恵庭市恵南１７－１  

敷地面積 ：３４,６４４㎡、建家面積：３,８５７㎡、緑化率：５４％(１９,０３１㎡） 

全従業員 ：１２２名（２０２１年３月現在）  

事業活動 ：電波機器並びに各種電子機器の製造、販売、据付工事、修理、保守サービス 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．事業の紹介（事業活動・製品・サービス） 
 

主要取扱製品 

 誘導システム 

●地上装置他 
 

 レーダシステム 

   ●着陸誘導装置 

   ●対迫レーダ装置他 
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４．環境方針 (２０２０年度) 

東芝電波プロダクツ株式会社 恵庭工場 環境経営基本方針 

東芝電波プロダクツ㈱恵庭工場は，電波機器・通信機器等を整備・製造するエレクトロニクス・システム会社と

して，環境に配慮した事業活動の推進により，持続可能な開発目標(SDGs)達成に貢献します。 

そして，「“かけがえのない地球環境”を，健全な状態で次世代に引き継いでいくことは，現存する人間の基本

的責務」との認識に立ち，東芝グループ環境ビジョンの描く，「地球と調和した人類の豊かな生活」の実現のた

めに,脱炭素社会，循環型社会，自然共生社会をめざします。 

１．環境への取組みを経営の最重要課題の一つとして位置付け，環境経営を推進します。 

（１）事業と調和させた環境活動を通じ，環境パフォーマンスを向上させるための環境マネジメントシステムの継続的な

改善を図ります。 

（２）組織の環境側面について生物多様性を含む環境への影響を評価し，環境負荷の低減，汚染の予防  

 等に関する環境目標を設定して，環境保護を推進します。 

（３）環境側面に関する法令，当社が同意したその他の要求事項及び自主基準を遵守します。 

（４）環境活動に全員で取組み，全社一体となった環境活動を推進します。 

 

２．ライフサイクルを通して環境負荷の低減に寄与する製品・システム・サービスを提供し，社会に貢献します。 

（１）エネルギー変換効率の向上，エネルギー損失の低減，消費電力の低減等によりＣＯ２排出を抑制します。 

（２）小型化，軽量化等による資源投入量を削減します。 

（３）モジュール化や解体性向上等により再使用・再利用の容易化します。 

（４）特定化学物質の含有量を削減，代替化します。 

 

３．事業プロセスにおいて，次の環境活動に取組み，環境負荷低減に努めます。 

（１）生産設備，動力供給設備，製品輸送等に使用する電気・化石燃料等のエネルギー使用量削減によりＣＯ２排出を

抑制します。 

（２）化学物質取扱量の管理と排出量の削減により環境負荷を低減します。 

（３）廃棄物総発生量削減と水使用量削減により資源の有効活用を推進します。 

（４）環境負荷の少ない物品や材料を購入するグリーン調達を推進します。 

 

４．信頼されるパートナーとして地域・社会と協調・連携した環境活動により社会に貢献します。 

（１）地域・社会との相互理解促進のための，環境情報の積極的な社内外への開示及び環境コミュニケーションの充実

を行います。 

（２）地域・社会の環境活動への積極的な参画・協力を行います。 

 

2020 年 4月 1日 

                            東芝電波プロダクツ株式会社 恵庭工場長  

                      

                                

 

 

 江刺家 義行 
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５．環境経営活動（ＩＳＯ１４００１：２０１５） 
   

☆環境マネジメントシステム体制の充実 

 ＊法令・条例等の遵守。又、内部監査・外部審査・環境リスク診断による現場管理の充実 

☆エネルギー起源ＣＯ２排出量の削減 

 ＊高効率空調機器・照明器具の導入及び省エネ施策等による CO2 排出量の削減 

☆化学物質排出量の削減 

 ＊使用化学物質の代替施策による、取扱量・排出量の削減 

☆廃棄物総発生量の削減 

 ＊輸送箱・梱包材のリユースによる、発生量の削減 

☆廃棄物量の削減 

 ＊有価物化の促進による、廃棄物量の削減 

☆地域との協調 

 ＊地域環境活動との協調及び環境保全活動の促進 

 
   

   

 

 

６．環境経営体制 

 

計画 
（Plan） 

 

支援及び運用 
（Do） 

ﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽ評価 
（Check） 

改善 
（Action） 

 ﾘｰﾀﾞｰｼｯﾌﾟ 
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７．環境目標 (２０１９年度【実績値】/２０２０年度/２０２１年度【目標値】) 
 

 東芝グループは、２０５０年のあるべき姿に向けて、「環境アクションプラン」※1を策定し、具体的な環境活

動項目と、その目標値を管理しています。恵庭工場環境活動項目としては、「地球温暖化の防止」、「資源

の有効活用」、「化学物質管理」の３つを主に取り組んでいます。 

２０１９年度から２０２１年度までを活動期間とする環境アクションプランと整合する目標を設定して推進

しています。 
 

 

項目 
2019 年度（実績） 20 年度 

目標値 

21 年度 

目標値 目  標  値 実績値 評価 

地球 

温暖化 

防止 

 

エネルギー起源 CO2 排出量原単位削減 

               16.9t-CO2/億円 

                           

   

 

 

13.8t-CO2/ 

億円 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

13.9t-CO2/ 

億円 

 

 

 

12.6t-CO2/ 

億円 

 

資源の 

有効活用 

 

廃棄物総発生量原単位削減：561.7kg/億円 

                

廃棄物量の削減：15,591kg 

                                       

 

533.0kg/億円 

 

15,451.7kg 

 

○ 

 

○ 

 

523.6kg/億円 

 

15,385.0kg 

 

505.9kg/億円 

 

15,886.0kg 

化学物質 

管理 

       

化学物質総排出量原単位削減：1.5kg/億円         

                     

 

1.0kg/億円 

 

 

○ 

 

1.5kg/億円 

 

1.2kg/億円 

 

 

 

＊1：「環境アクションプラン」 

   地域特性を踏まえてグローバル事業を拡大するとともに、製品・サービスの 

   ライフサイクルにわたる環境負荷のピークアウトを目指す東芝グループの環境指標 

 

① M a n a g e m e n t ：環境リスク・コンプライアンス徹底 

               環境ブランド向上施策の推進 

生物多様性の保全 

                

② B u s i n e s s ：モノづくりの環境負荷低減 

製品・サービスの総合的な環境性能向上 
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８．環境負荷の推移状況 (２０１８年度～２０２０年度) 

 

           投   入                    排   出 

          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

①  ＰＲＴＲ対象物質：キシレン・トリメチルベンゼン（灯油）・トルエン他   
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９．環境会計 (２０１９年度) 

 

 当社では、事業活動の中で環境保全活動のために投じた費用を定量的に把握、分析し環境活動を 

推進するため環境会計を導入しています。 
 

 

 ○環境保全活動コスト＊1 
（単位：千円） 

分  類 内   容 環境投資額＊2 備考欄 

事業エリア内コスト 環境負荷の低減   

 

内 

 

訳 

①公害防止 大気・水質等の汚染防止 765   

②環境保全 温暖化対策、省エネ  10,188  

③資源循環 廃棄物管理・リサイクル  1,148  

上・下流コスト グリーン調達、廃製品汚染防止等 0  

管理活動コスト 環境教育、ＥＭＳ管理、環境活動 11,369  

研究開発コスト ＥＣＰ製品の研究開発、環境保全研究開発 0  

社会活動コスト 地域環境支援等 0  

環境損傷対応コスト 土壌汚染修復等 0  

合        計 23,470  

  

 

 

＊１．環境保全活動コスト： 事業活動に起因する環境への負荷を抑制することを目的とした 

コスト及びこれに関連するコスト 

 

＊２．環 境 投 資： 環境保全効果が将来まで及ぶ、又は将来に向けての投資 
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１０・法令の遵守状況 (２０２０年度) 

 
 

＜水質・下水道測定結果＞ 雑排水（恵庭市終末処理施設）、雨水（ユカンボシ川へ放流） 
 

＜大気測定結果＞ 小型貫流ボイラー（灯油使用） 
 

＜環境事故・指導指摘・苦情の有無＞ 

 

＜騒音・振動測定結果＞ 特定施設 騒音：空気排風機・空気圧縮機（高圧ガス施設）、振動：空気圧縮機 

 
 

法規制値 自主管理値 実測値 測定頻度

ＮＯｘ（ppm） 250以下 230 68.0 年1回

ＳＯｘ（Nm3/ｈ） 大気汚染防止法
Soxの排出基準式による

5.0 0.0 年１回

ばいじん（mg/Nm3） 0.3以下 0.25 0.01未満 年１回
 

法規制値 自主管理値 実測値 測定頻度

水素イオン濃度(pH) 5.以上～9以下
(雑)6.0～8.4
(雨)6.0～8.6

(雑)6.5/ (雨)6.6
(雑)6.7/ (雨)6.8

年２回（上期/下期）

ＢＯＤ（mg/㍑） 600以下 550
(雑)0.6/ (雨)0.5
(雑)0.5/ (雨)0.8

年２回（上期/下期）

SS（mg/㍑） 600以下 550
(雑)1.0/ (雨)0.0
(雑) 1.0/ (雨)3.0

年２回（上期/下期）

ﾉﾙﾏﾙﾍｷｻﾝ[鉱物油
脂類] （mg/㍑）

5以下 5
(雑)0.5/(雨) 0.5
(雑)0.5/(雨) 0.5

年２回（上期/下期）

ﾉﾙﾏﾙﾍｷｻﾝ[動植物
油脂類] （mg/㍑）

5以下 5
(雑)0.5/(雨) 0.5
(雑)0.5/(雨)0.5

年２回（上期/下期）

亜鉛含有量（mg/㍑） 2以下 2
(雑)0.04/ (雨)0.04
(雑)0.04/ (雨)0.07

年２回（上期/下期）
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１１．事業活動における環境への配慮 (２０１９年度/２０２０年度) 
 

 当社では、事業活動における生産活動において、環境活動や地球温暖化防止、資源の有効活用、 

化学物質管理を計画的に取り組んでいます。 
 

事例１．地球温暖化防止活動（CO2 排出量の抑制） 
■設備投資による改善

 

  

 
 
 

 

 

 

 

事例２．地球温暖化防止活動（CO2 排出量の抑制） 
       ■省エネ活動 

 

 

 

 

 

 
事例３．資源の有効活用（廃棄物・水受入量の削減） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事例４．化学物質管理（化学物質排出量の削減） 
  

 

 

 

① 作業場へ省エネ型空調設備を導入（２０１９年度設備投資） 

② 内階段の蛍光灯を LED照明へ更新（２０１９年度経費） 

③ 警務室へ省エネ型空調設備を導入（２０１９年度経費） 

④ 作業場・事務所の蛍光灯を LED 照明へ更新（２０２０年度経費） 

⑤ 作業場の水銀灯を LED照明へ更新（２０２０年度経費） 

①公共場所の照明器具の消灯（電力量の削減） 
②パッケージエアコン間引き運転の周知（電力量の削減） 
③周波数変換装置運用方法の見直し（電力量の削減） 

④高効率ボイラーの優先稼働（灯油使用量の削減） 

 

 
①輸送用梱包材（段ボール）等のリユースの促進（発生量の抑制）

 

②分別回収による最終処分量の削減及び３Ｒの推進
 

③有価物化による廃棄物量の削減【有価物品：金属屑（線材）】（排出量の削減）
 

④節水の啓蒙（水使用量の削減） 

①製品清掃時のエタノール使用方法の見直し（取扱量の削減）  

②エタノールの代替品を一部使用（排出量の抑制）  
 

③高効率ボイラー優先稼働による灯油使用量の抑制 （排出量の削減）
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１２．環境教育・環境監査・監査結果 (２０１９年度/２０２０年度) 
 

 ○環境教育 

 

①階層別環境教育（年/１回） 

②力量が必要な教育（年/１回） 

 ・著しい環境側面の原因となる可能性をもつ業務従事者 

 ・法的責務、届出、法的監視・測定、記録の保管等従事者 

 ・環境目標管理者 

 ・緊急事態対応者 

 ・内部監査員 

 ・順守評価者 

 ・監視員 
 

 ○環境監査の種類と実施時期 

 

監査・審査 実施時期 目的 

ISO14001:2015 

外部審査 
１１月 

ＩＳＯ１４００１の規格の要求事項に則り、（恵）環境マネジメントシステ

ムが、構築・運用され、要求事項を満たしているか審査します。 

ISO14001:2015 

(TEPT)内部監査 

(TISS)内部監査 

 

７月 

８月 

目的・目標、計画が策定され、策定した目的・目標、計画が達成され

ているか？不適合が発生した際に、是正処置が取られているか？ 

遵法状況 前回までの監査の指摘事項改善状況他を監査する。 

 

(TISS)リスク診断 １０月 

①遵法管理診断、②施設管理診断を実施しリスクレベルを判定し必

要に応じて、改善計画書に則り改善し、遵法・施設の環境リスクの低

減を図る。 

 

 ○２０１９年度環境監査結果 
① ISO14001(TEPT)内部監査：不適合：0 件  観察：1 件  推奨：2 件 【改善処置済み】 

② ISO14001(TISS)内部監査：不適合：0 件  観察：1 件   推奨：2 件 【改善処置済み】 

③ (TISS)環境リスク診断：ﾘｽｸﾚﾍﾞﾙ３：1 件 ﾘｽｸﾚﾍﾞﾙ２：5 件 【改善処置済み】 

 

○２０２０年度環境監査結果 
① ISO14001(TEPT)内部監査：不適合：0 件  観察：0 件  推奨：1 件 【改善処置済み】 

② ISO14001(TISS)内部監査：不適合：0 件  観察：0 件   推奨：0 件 

③ (TISS)環境リスク診断：ﾘｽｸﾚﾍﾞﾙ 2：24 件  【改善処置済：17 件 処置予定：7 件（4 月以降実施】 
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１３．生物多様性の環境保全活動 (２０２０年度) 
 

当社では、生物多様性による環境保全活動の一環として構内にビオトープを設置し空中移動性生物を工

場敷地内に呼び込むことにより、地域生態系ネットワークの形成を目標として取り組んでいます。 

○生物多様性の基本施策と実施概要 

（１）基本施策：工場緑地の一部を、生物多様性配慮型に切り替え、工場内への「空中移動性生物 の呼

び込み」を目標とします。（生態系ネットワークの形成） 

（２）実施概要：構内に、ミズナラ・ハルニレの木を植樹し工場周辺に生息しているチョウ類の呼び込みを

指標とします。（ビオトープの設置） 

○生態系ネットワーク及び指標生物について 

空中移動性生物の呼び込み

生態系ネットワーク構想図

ミズナラ

ハルニレ

オオミドリシジミ アカシジミ

シータテハ エルタテハ

 
○２０２０年度測定結果及び観測写真 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○２０２０年度トピックス 

（１）工場敷地内にワレモコウを追加で植栽し、絶滅危惧種の「ゴマシジミチョウ」の呼び込みを環境 

保全活動の一環として取り組んでいます。 
    

 

 

 

 

 

 

                    

 

年月日 2020/4 2020/5 2020/6 2020/7 2020/8 2020/9
天候/気温
場所 ビオトープ周辺 ビオトープ周辺 ビオトープ周辺 ビオトープ周辺 ビオトープ周辺 ビオトープ周辺
記録者 森津 森津 森津 森津 森津 森津

卵 0 0 0 0 0 0
幼虫 0 0 0 0 0 0
サナギ 0 0 0 0 0 0
成虫 0 1 11 15 12 8

卵 0 0 0 0 0 0
幼虫 0 0 0 0 0 0
サナギ 0 0 0 0 0 0
成虫 0 0 0 0 0 0

毛虫 鳥 鳥 鳥 鳥 鳥
鳥 虫 虫 虫 虫 虫
蛾 黄色い蝶 黄色い蝶

トンボ

シジミチョウ

タテハチョウ

その他のチョウ

その他の生物

 

工場内にシジミチョウ４７匹の生息を確認！ 
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１４．社会貢献活動・コミュニケーション (２０１９年度/２０２０年度) 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

＜えにわ市民サケの会活動への参加＞ 

恵庭工場では、毎年、生物多様性の取り組みの一環として、近隣河川周辺の      

清掃活動及び漁川への稚魚放流による種の保存・保護活動を実施しています。   

当日は近隣住民及び地元の小学生達と共に稚魚放流・河川敷の 

美化を行いました。 

今後も地域貢献活動の一環として、継続していく予定です。 

（実施概要） 

・日時：２０１９年４月１７日 

・参加人数：４名 

＊新型コロナウイルスの影響により２０２０年度は参加できず 

＜花いっぱい運動＆クリーン作戦活動＞ 

恵庭工場では、毎年、環境活動の取り組みの一環として、工場敷地内に多種の 

花植え及び工場周辺の清掃活動を２５年にわたり、実施しています。 

当日は従業員により花植え・沿道の美化を行いました。 

今後も地域貢献活動の一環として、継続していく予定です。 

（実施概要） 

・日時：２０２０年５月２８日 

・参加人数：１００名 

＜クリーンウォーキング活動の参加＞ 

恵庭市民・事業者等が恵庭市内を歩きながら清掃する全市的な 

キャンペーンに参加しています。 

当日は、市役所・小中学校・高校・大学・陸上自衛隊・各町内会・企業・ 

各種団体の方々や市民と共に環境美化活動を行いました 

今後も地域貢献活動の一環として、継続していく予定です。 

（実施概要） 

・日時：２０１９年５月３０日（ゴミ０の日） 

・参加人数：５名 

＊新型コロナウイルスの影響により２０２０年度は参加できず 

＜工業団地交友会道路清掃への参加＞ 

恵庭工場では、毎年、環境活動の取り組の一環として工業団地交友会 

道路清掃に参加して、工場周辺の道路清掃活動を、実施しています。 

当日は工場環境担当者により・沿道の美化活動を行いました。 

今後も地域貢献活動の一環として、継続していく予定です。 

（実施概要） 

・日時：２０２０年１０月２８日 

・参加人数：１４名 

＊新型コロナウイルス感染に配慮し人数を制限して参加 
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東芝電波プロダクツ株式会社 恵庭工場 
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